
「人気温泉旅館ホテル選」に入選

温
泉
、料
理
、施
設
、サ
ー
ビ
ス
…

個
性
が
光
る〝
こ
だ
わ
り
の
宿
〟

順
不
同
　
特
集
４
～
７
面

趣
異
な
る
二
つ
の
源
泉

輪
島
塗
で
味
わ
う
能
登
の
旬

露
天
付
き
客
室
で
く
つ
ろ
ぐ

水
着
で
楽
し
む
室
内
ス
パ
も

別
府
最
大
級
の
露
天
風
呂

耐
震
補
強
と
改
装
工
事
完
了

手
描
き
マ
ッ
プ
で
観
光
案
内

「
元
禄
風
呂
」で
江
戸
を
体
験

男
性
露
天
風
呂

　
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
、
鳥

羽
本
浦
温
泉
の
「
サ
ン
浦
島

　
悠
季
の
里
」
（
吉
川
勝
也

社
長
）
は
、
雄
大
な
伊
勢
湾

の
景
色
を
間
近
に
望
む
宿
。

敷
地
に
は
こ
の
地
で
最
も
古

い
平
成
元
年
に
湧
出
し
た

「
珠
光
の
湯
」
と
、
平
成


年
に
湧
出
し
た
「
〝
新
〟
珠

光
の
湯
」
の
二
つ
の
源
泉
が

あ
り
、
趣
の
異
な
る
湯
を
思

う
存
分
楽
し
め
る
。

　
と
も
に
ア
ル
カ
リ
性
単
純

温
泉
だ
が
、
珠
光
の
湯
は
透

明
で
ｐ
Ｈ
９
・
５
、
〝
新
〟

珠
光
の
湯
は
微
弱
白
色
で
ｐ

Ｈ
９
・
８
と
、
見
た
目
と
成

分
が
異
な
る
。
前
者
は
神
経

痛
や
筋
肉
痛
、
後
者
は
慢
性

消
化
器
病
や
冷
え
性
に
特
に

効
く
と
い
う
。

　
大
浴
場
「
ま
ろ
び
ね
庵
」

（
ま
ろ
び
ね
は「
う
た
た
寝
」

の
意
）
で
湯
巡
り
を

楽
し
み
た
い
。
男
女

と
も
露
天
風
呂
を
は

じ
め
、ひ
の
き
風
呂
、

陶
器
風
呂
（
男
性

用
）
、
大
桶
風
呂

（
女
性
用
）
と
、
多

彩
な
湯
船
が
広
が

る
。

　
３
種
類
の
貸
し
切

り
風
呂
も
備
え
る
。

こ
の
う
ち「
参
の
湯
」

は
森
林
浴
と
と
も
に

温
泉
を
楽
し
め
る
館
外
の
露

天
風
呂
。５
月
に
改
修
さ
れ
、

よ
り
奇
麗
に
。
温
泉
露
天
風

呂
付
き
の
特
別
客
室
も
用
意

し
て
い
る
。

　
▽
サ
ン
浦
島
　
悠
季
の
里

は
三
重
県
鳥
羽
市
浦
村
町
１

２
１
５
の
５
。☎
０
５
９
９

（
３
２
）６
１
１
１
。https://

www.sun-urashima.co.jp/旬の魚介を炭火で焼き上げる囲
炉裏会席

　
地
元
の
も
の
を
、
地
元
の

器
で
い
た
だ
く
―
。
ね
ぶ
た

温
泉
　
海
游
　
能
登
の
庄

（
大
向
洋
紀
社
長
）
は
、
高

級
漆
器
「
輪
島
塗
」
を
惜
し

気
も
な
く
使
い
、
能
登
の
里

海
里
山
が
育
ん
だ
旬
の
食
材

を
会
席
料
理
で
提
供
す
る
。

　
能
登
は
天
然
フ
グ
の
水
揚

げ
日
本
一
で
、
ふ
ぐ
会
席
に

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
輪
島
塗
の
ふ

ぐ
椀わ

ん

と
定
番
料
理
、
板
長
考

案
の
創
作
ふ
ぐ
料
理
が
並

ぶ
。
冬
に
は
カ
ニ
の
季
節
を

迎
え
、
ブ
ラ
ン
ド
タ
グ
付
き

の
加
能
ガ
ニ
の
プ
ラ
ン
も
登

場
す
る
。
魚
介
に
加
え
て
、

最
高
級
の
能
登
牛
を
味
わ
う

プ
ラ
ン
も
人
気
が
高
い
。

　
創
作
会
席
料
理
は
部
屋
食

な
ど
で
、
囲
炉
裏

い

ろ

り

会
席
は
囲

炉
裏
を
切
っ
た
個
室
タ
イ
プ

の
食
事
処
で
提
供
す
る
。

　
客
室
や
館
内
は
漆
、和
紙
、

畳
で
演
出
。
温
泉
は
高
ア
ル

カ
リ
泉
で
美
人
の
湯
と
評

判
。
日
本
海
を
望
む
一
軒
宿

で
周
囲
に
は
美
し
い
海
岸
線

と
、
棚
田
が
点
在
す
る
日
本

の
原
風
景
の
よ
う
な
景
観
が

広
が
り
、散
策
が
楽
し
め
る
。

　
▽
海
游
　
能
登
の
庄
は
石

川
県
輪
島
市
大
野
町
ね
ぶ
た

温
泉
。☎
０
７
６
８（
２
２
）

０
２
１
３
。https://www.no

tonosho.co.jp/

金
刀
比
羅
宮
を
望
む
別
邸
初
音
の
客
室

露
天
風
呂
（
一
例
）

　
金
刀
比
羅
宮
に
続
く
参
道


段
目
に
た
た
ず
む
琴
平
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
桜
の
抄
（
近

兼
弘
幸
社
長
）。近
年
は
、
新

客
室
棟
に「
別
邸
初
音
」を
オ

ー
プ
ン
。
露
天
風
呂
付
き
客

室
が

室
を
設
け
ら
れ
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
で
く
つ

ろ
ぎ
の
時
間
が
過
ご
せ
る
。

　
別
邸
初
音
は
、
宿
に
ほ
ど

近
い〝
現
存
す
る
日
本
最
古
〟

の
芝
居
小
屋
「
金
丸
座
」
で

も
上
演
さ
れ
た
歌
舞
伎
の
演

目
「
義
経
千
本
桜
」
に
登
場

す
る
「
初
音
の
鼓
」
か
ら
名

付
け
、
随
所
に
歌
舞
伎
の
世

界
観
を
反
映
さ
せ
た
。

　
部
屋
は
モ
ダ
ン
な
和
洋
室

で
露
天
風
呂
に
は
温
泉
を
引

い
て
い
る
。
客
室
露
天
風
呂

か
ら
は
、
金
刀
比
羅
宮
、
讃

岐
富
士
の
い
ず
れ
か
の
景
色

が
眺
め
ら
れ

る
。
最
大
５
人

で
利
用
で
き
る

デ
ラ
ッ
ク
ス
タ

イ
プ
の
客
室
も

あ
る
。

　
別
邸
初
音
の

宿
泊
者
に
は
、

初
音
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
前
菜

を
は
じ
め
華
や

か
な
演
出
の
特

別
料
理
を
提

供
。
専
用
ラ
ウ

ン
ジ
「
鼓
」
で
は
、
ド
リ
ン

ク
や
軽
食
が
自
由
に
楽
し
め

る
。

　
▽
琴
平
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

桜
の
抄
は
香
川
県
仲
多
度
郡

琴
平
町
９
７
７
の
１
。
☎
０

８
７
７（
７
５
）３
２
１
８
。

https://www.sakuranosho.j
p/

室
内
ス
パ
・
プ
ー
ル
「
ク
ア
リ
ゾ
ー
ト

・
オ
メ
ー
ル
」

　
阿
蘇
の
司
ビ
ラ
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
＆
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
（
國

米
昭
吉
社
長
）
で
は
、
展
望

温
泉
や
露
天
風
呂
の
湯
め
ぐ

り
が
楽
し
め
る
ほ
か
、
水
着

着
用
の
室
内
ス
パ
・
プ
ー
ル

の
施
設
が
充
実
し
て
お
り
、

温
泉
三
昧
の
リ
ゾ
ー
ト
滞
在

が
満
喫
で
き
る
。

　
３
階
に
位
置
す
る
展
望
温

泉
は
、
広
々
と
し
た
湯
船
か

ら
阿
蘇
の
山
々
を
一
望
で
き

る
。
温
泉
館
「
ゆ
ら
り
」
は

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
空
間

で
、
岩
を
配
し
た
露
天
風
呂

や
貸
し
切
り
温
泉
の
家
族
風

呂
が
あ
る
。
３
カ
所
の
家
族

風
呂
の
う
ち
１
カ
所
は
車
い

す
で
利
用
で
き
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
と
な
っ
て
い
る
。

　
室
内
ス
パ
・

プ
ー
ル
は
、
ド

イ
ツ
の
温
泉
保

養
施
設
ク
ア
ハ

ウ
ス
を
モ
デ
ル

に
し
た
「
ク
ア

リ
ゾ
ー
ト
・
オ

メ
ー
ル
」
。
リ

ラ
ッ
ク
ス
バ
ス

や
ジ
ャ
グ
ジ
ー

を
は
じ
め
、
寝

湯
、回
流
バ
ス
、

子
ど
も
風
呂
、

サ
ウ
ナ
な
ど


の
ク
ア
施
設
を

備
え
て
い
る
。
宿
泊
客
は
無

料
で
利
用
で
き
る
。

　
▽
阿
蘇
の
司
ビ
ラ
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
＆
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
は

熊
本
県
阿
蘇
市
黒
川
１
２
３

０
。
☎
０
９
６
７
（
３
４
）

０
８
１
１
。https://asovilla.

jp/

鬼
山
の
湯
（
露
天
風
呂
）

　
別
府
鉄
輪
温
泉
の
「
お
に

や
ま
ホ
テ
ル
」
（
上
月
敬
一

郎
社
長
）
は
、
別
府
最
大
級

の
露
天
風
呂
と
源
泉
掛
け
流

し
温
泉
が
自
慢
の
宿
だ
。

　
大
露
天
風
呂
「
鬼
山
・
玖

倍
里
（
く
べ
り
）
」
は
、
南

国
情
緒
あ
ふ
れ
る
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
な
ど
の
樹
木
で
囲
ま
れ

て
い
る
開
放
感
た
っ
ぷ
り
の

湯
。
手
足
を
伸
ば
し
て
湯
に

つ
か
れ
ば
身
も
心
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
。

　
別
府
に
は
「
地
獄
」
と
呼

ば
れ
る
源
泉
の
噴
き
出
す
箇

所
が
７
カ
所
ほ
ど
あ
る
が
、

こ
の
露
天
風
呂
で
は
そ
の
う

ち
の
一
つ
「
鬼
山
地
獄
」
の

源
泉
を
使
用
し
て
い
る
。
源

泉
の
温
度
は

度
で
、
泉
質

は
リ
ュ
ー
マ
チ
性
疾
患
や
婦

人
病
に
効
く
塩
化
物
泉
。
風

呂
の
湯
口
は
茶
色
く
変
色
し

て
お
り
、
そ
の

源
泉
の
成
分
の

強
さ
を
物
語
っ

て
い
る
。

　
展
望
露
天
風

呂
「
空
の
湯
」

も
「
ぜ
ひ
体
験

し
て
い
た
だ
き

た
い
」
。
海
側

は
別
府
湾
と
別

府
市
街
、
山
側

は
扇
山
鶴
見
岳

を
一
望
す
る
絶

景
。
浴
槽
は
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
効
果
が
あ
る
十
和
田
石
を

は
じ
め
、
ヒ
ノ
キ
、
陶
器
な

ど
充
実
し
て
い
る
。

　
▽
お
に
や
ま
ホ
テ
ル
は
大

分
県
別
府
市
鉄
輪
３
３
５
の

１
。
☎
０
９
７
７
（
６
６
）

１
１
２
１
。http://www.oniy

ama-hotel.co.jp/

圧
倒
的
な
眺
望
に
感
動

　
鹿
児
島
市
の
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
　
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　

ｋ
ａ
ｇ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
（
東

清
三
郎
代
表
取
締
役
社
長
）

が
進
め
て
い
た
耐
震
補
強
工

事
と
館
内
・
客
室
改
装
工
事

が
こ
の
春
完
了
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
安
心

安
全
、
上
質
で
快
適
な
環
境

が
整
い
、
非
日
常
を
ぜ
い
た

く
に
過
ご
し
て
も
ら
う
癒
や

し
の
場
所
を
提
供
し
て
い

る
。

　
東
棟
に
は
開
業
以
来
初
め

て
の
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
を
新

設
。
ま
た
、
２
０
０
平
方
㍍

の
広
さ
で
最
上
級
の
お
も
て

な
し
を
体
感
で
き
る
「
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｙ
Ｍ
Ａ
　
イ
ン
ペ
リ

ア
ル
ス
イ
ー
ト
」
も
誕
生
。

「
展
望
露
天
温
泉
　

さ
つ
ま
乃
湯
」
は
桜

島
や
錦
江
湾
を
一
望

で
き
る
圧
倒
的
な
眺

望
で
、
宿
泊
客
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
い

る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、

日
本
ホ
テ
ル
協
会

「
社
会
的
貢
献
に
関

す
る
会
長
表
彰
」
や

「
エ
コ
マ
ー
ク
ア
ワ

ー
ド
２
０
２
１
」
優

秀
賞
も
受
賞
し
て
い

る
。

　
▽
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
ｋ
ａ
ｇ
ｏ

ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
は
鹿
児
島
市
新

照
院
町

の
１
。
☎
０
９
９

（
２
２
４
）２
２
１
１
。htt

ps://www.shiroyama-g.co.jp
/

北
門
屋
敷
表
門

　
「
萩
城
三
の
丸
　
北
門
屋

敷
」
（
吉
村
譲
社
長
）
は
、

世
界
遺
産
「
萩
城
下
町
」
の

中
に
位
置
す
る
唯
一
の
旅
館

だ
。
萩
城
内
、
か
つ
て
城
を

守
る
重
臣
た
ち
が
居
を
構
え

た
萩
城
三
の
丸
の
毛
利
一

門
、
吉
敷
毛
利
家
屋
敷
跡
に

あ
る
。
藩
政
時
代
か
ら
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
町
割
り

と
、
当
時
の
面
影
を
色
濃
く

残
し
た
武
家
屋
敷
群
。
江
戸

時
代
の
息
づ
か
い
を
そ
の
ま

ま
感
じ
ら
れ
る
。

　
宿
周
辺
の
上
級
武
家
屋
敷

は
も
と
よ
り
、
萩
城
下
町
や

萩
城
跡
ま
で
も
徒
歩
圏
内

と
、
散
策
に
も
最
適
で
、
そ

れ
を
目
的
と
し
た
お
客
さ
ま

も
多
い
。
そ
の
た
め
、
旅
館

の
通
常
の
接
客
の
他
、
歴
史

案
内
を
含
む
観
光
案
内
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
あ
ま

り
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
史
跡

や
市
民
で
な
い
と
知
ら
な
い

よ
う
な
隠
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
ま

で
、
社
員
手
描
き
の
散
策
マ

ッ
プ
を
使
い
、
お
客
さ
ま
の

希
望
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た

ル
ー
ト
を
案
内
す
る
。

　
ま
た
、
古
地
図
も
用
意
し

て
お
り
、
現
代
の
地
図
と
見

比
べ
な
が
ら
歩
く
こ
と
も
で

き
、
北
門
屋
敷
な
ら
で
は
の

歴
史
旅
を
愉
し
む
こ
と
が
で

き
る
。
宿
表
門
の
石
垣
自
体

も
毛
利
屋
敷
の
も
の
で
、
そ

の
石
の
材
質
や
組
み
方
も
押

さ
え
て
お
き
た
い
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
だ
。

　
▽
萩
城
三
の
丸
　
北
門
屋

敷
は
山
口
県
萩
市
堀
内
２
１

０
。
☎
０
８
３
８
（
２
２
）

７
５
２
１
。http://www.hok

umon.co.jp/

　
鹿
児
島
県
指
宿
温
泉
の
指

宿
白
水
館
（
下
竹
原
利
彦
社

長
）
は
、
錦
江
湾
を
望
む
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
立

地
。
大
型
旅
館
な
が
ら
、
落

ち
着
い
た
和
の
情
緒
と
き
め

細
か
な
サ
ー
ビ
ス
に
は
定
評

が
あ
る
。

　
「
砂
む
し
」
で
有
名
な
指

宿
温
泉
だ
が
、
同
館
名
物
の

「
元
禄
風
呂
」
は
ぜ
ひ
と
も

体
験
し
た
い
施
設
だ
。
江
戸

の
文
化
が
最
も
栄
え
た
元
禄

時
代
の
庶
民
の
社
交
場
だ
っ

た
銭
湯
を
意
識
し
、
日
本
の

お
風
呂
の
歴
史
を
再
現
し
た

と
い
う
。
広
さ
は
約
千
坪
。

浮
世
絵
を
壁
一
面
に
施
し
た

「
浮
世
風
呂
」
「
花
魁
（
お

い
ら
ん
）
風
呂
」
や
、
現
在

の
サ
ウ
ナ
の
原
型
で
江
戸
時

代
の
蒸
し
風
呂
「
江
戸
石
榴

（
ざ
く
ろ
）
風
呂
」
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
で
い
る
。

　
料
理
は
毎
月

献
立
が
変
わ

る
。
枕
崎
産
カ

ツ
オ
、
錦
江
湾

産
キ
ビ
ナ
ゴ
、

肥
沃
な
大
地
で

育
っ
た
黒
豚
、

黒
牛
と
、
鹿
児

島
の
旬
の
味
覚

が
食
膳
に
並

ぶ
。

　
「
薩
摩
」
に
関
わ
る
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
創
業
者
が
約
３

千
点
収
集
、
そ
の
う
ち
約
３

８
０
点
を
「
薩
摩
伝
承
館
」

に
展
示
し
て
い
る
。

　
▽
指
宿
白
水
館
は
鹿
児
島

県
指
宿
市
東
方
１
２
１
２
６

の
１
２
。
☎
０
９
９
３
（
２

２
）３
１
３
１
。http://www

.hakusuikan.co.jp/

元
禄
風
呂

（７） 第３１４０号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）８月２９日（月曜日）

本社主催「人気温泉旅館ホテル選」
に５回以上入選した宿に贈られる「５
つ星」の認定証


